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図 書 室 だ よ り

開成南小学校の４～６年生は、年に8回ほど、クラブ活動
を行っています。卓球クラブや、手芸クラブ、タブレットク
ラブなど、13もの多様なクラブがあり、年間を通じて自分
の好きなクラブで活動を楽しみます。
この日は天気にも恵まれ、屋外で元気よくサッカーをする
ボールゲームクラブ（外）や、ティーボールを楽しむ外遊
び・陸上クラブの活発な声がよく聞こえました。また、屋内
では音楽クラブの素敵な音色が響く中、工作クラブは複
数人で１つの作品を完成させようと机を囲んでいました。

クラブ活動をしていると、来年度からクラブ活動に参加
をする３年生が見学にやってきました。興味のあるクラ
ブを中心に見学をしているそうです。イラスト・文芸クラ
ブでは、３年生のリクエストを受けイラストを描いている
児童がおり、上級生らしく振舞う姿を見ることができま
した。
活動を間近で見て、体験をすることで、クラブの雰囲気
や楽しさを肌で感じ、クラブ活動への期待を膨らまして
いました。

「元気よく！クラブ活動！」

ありのままを受け入れる

●問　こども課 ☎84‒0327

●問　開成南小学校　☎83‒2250

詳しくはおしらせ版P７をご確認ください｡
「元気だより」では、町の園・学校の様子を取材しお届けします。

町民センター２階「開成町民活動サポートセンター」（通称、
サポセン）に利用登録をしている団体の活動を紹介します。

●問  地域防災課　☎84-0326

昨年からボランティア活動を始めた「みんなの居場所」。
誰もが安心して参加できるあたたかな空間をめざして、代
表の梅林さんが描くビジョンのもと、サポセン交流スペー
スで週２回、木曜日と土曜日の午後に活動しています。
活動をスタートしたばかりですが、より多くの仲間が集ま
り、「みんなの居場所」のことを知ってもらいたいという
思いからスマホ教室を開催しました。
静かに歩みを続ける「みんなの居場所」には、小さな活動
だからこそ育まれる優しい時間があります。笑い声と楽し
気な会話があふれ、多くの人々がつながるあたたかな場に
なるように、これからもその歩みを大切に紡いでいきます。

みんなの居場所

サポセンからのおしらせ 
サポセンに利用登録して地域活動に参加して
みませんか。
登録をすることで、他団体との交流や会員募集
の情報発信などメリットがたくさん！
※登録には条件があります。

サポセン利用登録はこちらから▶

サポセンNEWS

おすすめ本 新しく購入した図書

ハン・ガン氏は、2024 年にアジア人女性として初めて
ノーベル文学賞を受賞しました。
ノーベル文学賞受賞記念講演 「光と糸」 全文、創作につ
いてのエッセイ、５編の詩、光を求めて枝葉を伸ばす
植物をめぐる庭の日記、そして著者自身による写真な
どを収録した作品が刊行されました。
世界は、なぜこれほど暴力的で、同時に、なぜこれほど
美しいのか？個人や国の現実への問いかけとともに、光
へ向かう生命の力への大いなる祈りを込めた作品です。

一般書
◀『本の話はどこまでも
　　青山美智子さんが答える33の質問』
語り手 青山 美智子、聞き手 根津 香菜子

『シュレディンガーの殺人者』 市川 哲也
『歌舞伎四季の巡り』 上村 以和於
『晴れの日の木馬たち』 原田 マハ
『世界の名木と伝説図鑑』 コリン・ソルター

児童書
◀ 『数えてみよう！！数え方大図鑑』

青山 由紀

著：ハン・ガン
訳：斎藤 真理子
出版：河出書房新社

『光と糸』

電　　話▶☎20－4742
開室時間▶火～金曜日：9時30分～20時30分
　　　　　土･日･祝日：9時30分～17時
休 室 日▶毎週月曜日
貸出冊数は6冊まで、貸出期限は2週間です。

図書室が発行している「新しく入った本のリスト」と
「あじさいつうしん」はHPからもご覧いただけます。

≪開成町民センター図書室情報≫

毎月１日は町民読書デー、
ファミリー読書デーです！

『ななくさのえほん』  谷本 雄治 
『教室のハルモニア』 辻 みゆき
『となりのせきのおともだち』  はしもと えつよ
『さいこうのおもいで』 
   ドリス・スーザン・スミス

広報かいせい 2026.3.1 広報かいせい 2026.3.1

子どもが保護者に要望を受け入れてもらう経験は、
安心感を育てます。保護者が「安全基地」となる
ことで、子どもは安心して外の世界を探求し、自
立の土台を築けます。また、欠点も含めて自分を
受け入れてもらう経験が、自己肯定感を高めます。
幼少期に安定した愛着を築いた子どもは、将来も
他者を信頼しやすくなります。

こんな遊びがおすすめ！
小さなお子さん

・抱っこ
・タッチケア
・絵本の読み聞かせ

大きなお子さん

・ブロック
・パズル
・料理
・ままごと

＜４　あじさいちゃん

あじさいちゃん、どうしたら子どもの「ありのま
ま」を受け入れられるかな？

なるほどなるほど。他にはある？

年齢で関わり方や遊びを変えた方がいい？

いっぱい共感をしてもらえると嬉しいな。子
どもの言葉だけでなく、その行動の裏にあ
る「本当の願いや気持ち」に寄り添ってね。

比較をするのはやめてほしいな。その子自
身の成長や個性を認めてあげてね。

小さなお子さんとは自然に触れ合い、安心
感や愛情を伝えることができるといいね。

大きなお子さんとは、一緒に何かを作り、
共感し、心を通わせることが大切だよ。
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